
福
島
か
ら
の
訴

え
で
、
漁
業
で
浪

江
町
議
会
議
員
の

高
野
さ
ん
か
ら
、

原
発
処
理
水
に
つ

い
て
国
際
基
準
よ

り
低
い
。
何
処
で

も
行
っ
て
い
る
。

安
全
の
押
し
売

り
だ
と
汚
染
水
の

海
洋
放
水
に
懸
念

を
示
し
て
い
る
。

福
島
原
発
事
故
避
難
者
の
大

賀
さ
ん
か
ら
東
京
電
力
が
日
本

原
電
に
２
２
０
０
億
円
の
支
援

を
行
う
。
東
海
第
２
原
発
再
稼

働
を
止
め
、
東
日
本
の
再
汚
染

を
止
め
よ
う
と
訴
え
た
。

賛
同
人
か
ら
、
東
海
第
２
原

発
の
説
明
会
で
は
適
合
基
準
に

合
格
し
た
が
絶
対
に
安
全
で
あ

る
保
障
は
な
い
と
繰
り
返
し
強

調
し
て
い
た
。

首
都
圏
連
絡
会
の
鎌
田
慧
さ

ん
か
ら
フ
ク
シ
マ
の
問
題
が
点

か
ら
線
、
面
へ
と
全
国
で
広
が
っ

て
い
る
。
ア
ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
て
い
る
と
言
う
が
、
ま

だ
危
機
的
な
状
況
で
あ
る
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
た
め
安
全

だ
と
言
っ
て
住
民
を
帰
還
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。

首
長
の
再
稼
働
を
同
意
さ
せ

な
い
よ
う
応
援
し
よ
う
と
閉
会

の
挨
拶
を
し
た
。

国
労
東
日
本
本
部
は
年
末
手

当
に
つ
い
て
３
回
の
交
渉
に
て

回
答
が
示
さ
れ
た
。

８
期
連
続
の
増
収
増
益
、
こ

の
間
の
自
然
災
害
か
ら
の
早
期

復
旧
と
安
全
・
安
定
輸
送
の
確

立
に
向
け
て
き
た
と
会
社
に
求

め
て
き
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
災
害
に
よ
る

収
入
減
や
鉄
道
施
設
な
ど
の
復

旧
費
で
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と

姿
勢
を
崩
さ
ず
妥
結
整
理
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
と
の
交
渉
で
は
、
昨
年
よ
り

微
増
で
不
満
の
残
る
回
答
で
あ

る
が
妥
結
整
理
し
た
。
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20
年
延
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許
す
な
！
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11
月
16
日
、
水
戸
市
で
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
東
海
第
２

原
発
の
再
稼
働

い
ば
ら
き
大
集
会
」
が
開
催
し
た
。

実
行
委
員
会
の
小
川
さ
ん
か
ら
東
海
村
村
長
が
再

稼
働
容
認
と
受
け
取
れ
る
発
言
に
言
及
し
、
安
全
神

話
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
挨

拶
し
た
。

今
集
会
に
７
０
０
名
が
結
集
し
、
国
労
か
ら
19
名

が
参
加
し
た
。

一
人
で
悩
ま
ず国

労
へ
相
談
。

み
ん
な
で
楽
し
く

が
ん
ば
ろ
う
！

Ｊ
Ｒ
東
日
本

基
準
内
賃
金
×
３
・
１
８
箇
月

（
昨
年
と
同
じ
）

※
国
労
は
３
・
６
箇
月
を
要
求

Ｊ
Ｒ
貨
物

基
準
内
賃
金
×
１
・
８
１
箇
月

（
昨
年
は
１
・
７
箇
月
）

※
国
労
は
３
・
５
箇
月
を
要
求

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

基
本
給
月
額
×
２
・
４
５
箇
月
＋
２
万
円

（
昨
年
２
・
２
４
箇
月
＋
２
万
円
）

※
国
労
は
２
・
６
ヶ
月
を
要
求

各
社
、
年
末
手
当
回
答


